　　　　　　　　　　　～あらすじ～
（世界観・設定）
舞台は現代。世間では『鬼』が住む異世界があると信じられている。そしてその『鬼』が住む世界に行ける能力を唯一持っているとされる『龍谷家』が国を牛耳る。龍谷家は鬼の世界に行き、鬼と人間との共生や平和協定を結び、両者の仲を円滑にしている、と考えられていた。国民はそれを信じているし、龍谷家のおかげで平和に暮らして行けていると考えている。
そのため、龍谷家には多大な権限と財力、さらに信仰がある。昔の天皇のような存在。宗教的にトップであり、国民から多大な信頼を得ている。政治的にはトップではないが、大きな影響を与えている。政府からも多額の資金を与えられて、龍谷家という組織が成り立っている。

　異世界へ行ける能力を持っているのは世界でただ一人とされている。それが龍谷家の人間。龍谷家の血筋を持つもの。
　その能力を持つただ一人の者が、定期的に儀式を行ない異世界に行く。そして鬼との潤滑油になっている。その儀式は他のだれにも入れない部屋で行われる。なかでどうやって儀式を執り行ない、どうやって異世界にいっているかを、誰もしらない。当の本人しか知らない。
　能力を使えるのは世界でただ一人。といったのは、これは『鬼』がいる世界があるという宗教観からくるもので、その宗教観で異世界に行けるのは龍谷家のただ一人とされているから。
この国はそれを信じている。明確な宗教というのではなく、それが当然の世界の仕組みだと思っている。だから誰もそれを疑わない。

龍谷家の本家があるとある町。仮にＡ町とする。Ａ町は完全に龍谷家の支配によって出来ている。この町には政府も警察も口を出せない。完全に龍谷家によって運営され、自治されている。
　その中で、龍谷家同様に力を持っているのが、その町にある高校だ。龍谷家の子息を育てるために設立された学校が次第に力をもち、今では龍谷家と学校の双方が協力してこの町を管理している。この町に引っ越してくる者、この街で働く者は、龍谷家によって徹底的に調査され、その審査に通ってやっとその行為を行える。この町で行われることすべてが龍谷家にとっての調査の対象でもある。
学校設立の目的は龍谷家直属の『私設軍団』をつくることであった。武力的に龍谷家を守るためだ。その兵を育成するために作られた。しかし今では、目的は形骸化し学校は普通の高校として機能している。
学校の運営をしているのは今でも『私設軍団』の役人たち。でも実際の兵たちは、他の場所で訓練している。その数はほんとに少ない。

　主人公はこの龍谷家の現当主。幼い頃に前当主であった父親が死に、その後を継いだ。つまり、世界で唯一異世界へ行ける能力が使える人間である。そのように世間では考えられている。
　しかし、彼は一切の能力が使えない。それをひた隠しにしている。
バレないようにと、彼は異世界に行く儀式を行ない、世間には異世界に行っているように見せかけている。
ほんとに誰も僕が能力を使えないことを知らないのか？　もしかしたら身内の誰かは知っているんじゃないのか？　能力とはなんなのか？　鬼とはなんなのか？　能力を使えない自分がいけないのか？　
……それとも能力とはもともと存在しなんじゃないのか？　今まで父をはじめとする先祖がやってきた儀式というのは茶番でしかなかったのではないのか？　ということは国民たちを騙し続けていたということなのか？　もしかしたら自分はただの道化で、国民の皆は能力なんてものはじめから無いことを承知だったんじゃないのか？　その上で国民は、国の象徴として形式的に敬っていただけじゃないのか？
　などという疑心暗鬼を感じている主人公がおくる学園恋愛もの。




　漠然とした設定、イメージはこんな所です。














～主な登場人物～

・龍谷明志（仮決め名）（主人公）
　高校２年生の男の子。現在龍谷家の当主。世界で唯一異世界への移動ができる、と考えられている。でも全くの能力がない。それをひた隠ししている。
　その他は一般的な生徒。
見た目や性格なんかも基本未定。






・彩（仮決め名）
　主人公の遠縁の親戚の女の子。同い年の高校２年生。主人公の世話係として本家にきた。龍谷家屋敷の離れに住んでいる。死んだと言われている明志の『姉』の代わりとして連れてこられた。その『姉』の代わりということにコンプレックスを感じている。
いつもは当たり障りのないやさしい性格だけど、主人公に気付かれないように、障害(邪魔者)を排除している。裏の障害。　髪は茶色いイメージ
　最終的にはヤンデレになる。
『彩→Heart(保護？)→明志』

　性格は、二つの案で思案中
1 根っからの天然娘。優しくおっとりしている。身長は比較的高く、主人公と同じくらい。胸も大きく、周りからも「きれいだ」と言われるくらいの美人。髪はくせっ毛でふわふらしている感じ。
　最初はヤンデレの兆候がなく、最後にどっとヤンデレ化できるため、衝撃がある。

2 小狡く、計算高い。計算で天然ぶっている。身長は低い。主人公にだけ可愛らしい態度で接して、他の人には興味がない。髪は短めでストレートでまとまっている感じ
　物語上はこちらの方が妥当だと思うし、なにより書きやすい。けれどこちらだと、はじめから主人公一筋が見て取れて、ヤンデレ化したときの衝撃があまりない気がする。


・斉藤志穂（現生徒会長）（名前固定）
　高校２年生の女の子。今年の夏（つい数週間前）に転校してきて、この学校の生徒会長に就任。身長はやや低め？　髪は銀色や白色なイメージ。
　この学校では夏の前に生徒会役員の総入れ替えがあって、夏休みの間で旧生徒会（三年生）は新生徒会（二年生）に仕事の引継ぎをしたり、指導したりする。特に、斉藤志穂はこの学校にきたばかりなので、先輩（旧生徒会長）に手厚く指導される。
『志穂→Heart(憧れ)→先輩』
　学校でやかましく騒ぎを起こす龍谷明志たち（彩、内宮）にしつこく注意を行う。

実は小学校のころ、斉藤志穂はこの町に住んでおり、そのとき龍谷明志と彩と同じクラスだった。当時『明志』はひじょうに暗く、落ち込んでいた。(父が死に、さらに自分に能力がないことを知って疑心暗鬼になっていたから)
『彩』は明志がこれ以上傷つかないように他人との接触をさせないようにした。立場の違いを理解しているクラスメートは誰も彼らに近寄ろうとしない。
　そんな中で斉藤志穂は、それはいけないと思い。なんとか龍谷明志を明るくさせようとしたり、クラスに馴染ませようとした。
　作戦がうまくいって、明志が明るくなりかけていたところで、不運にも『事件・事故』が起こってしまう。志穂がよかれと思ってしたことが不幸にも裏目に出たのだ。そのことで明志は前以上に心を閉ざしてしまった。
　
それによって志穂と志穂の家族は、この町から追放を受けて出ていかざるを得なかった。志穂は自分のした行いにひどく後悔し、自責念にかられていた。そこでもう一度、今度こそ彼を助けてみせると誓う。
　家族は大きなペナルティーを受けて崩壊する。それでも志穂は懸命に頑張り、実績（？）をつくる。
それでやっとの思いで龍谷家の審査に通り(条件付きで)、高校２年生の夏にこの町に戻ってくることを許された。
　戻ってきたが、龍谷明志は斉藤志穂のことを忘れていた。当時あった事件によって、記憶が一部消えてしまっているのか。トラウマによって忘れているのか。
　そこで志穂はあえて自ら名乗り出すことはせずに、彼の行いを正したりすることになる（風紀員的な活動もしている）。龍谷明志にとって表向きな『障害』を排除している。生徒会長も自ら率先して行ない、龍谷明志のとっていい学校を作ろうとしている。

　この町に戻ってくるために出された条件で、町の美化活動や河原のゴミ掃除、深夜の工事の手伝いなどをさせられている。龍谷家にいいようにこき使われている。

・先輩（名前決まってない）（前生徒会長）
　高校３年生の女の子。前生徒会長。身長は比較的高く、体格は良い。黒の長髪。優等生。剣道部に所属しており、主将をしている。すごく強い。日本刀がよく似合う。
　夏休みは生徒会の引継ぎで斉藤志穂に色々なことを手ほどきしたり、部活やその他の活動のため学校にきている。
主人公にとっても助言を与えてくれるやさしいお姉さんキャラ。でも彩とは因縁があり、屈託なく嫌味を言い合う。

　さらに龍谷家を支援補佐するために作られた『私設軍団』のひとり。学校とは本来この『私設軍団』のことであった。学校を運営している上の人間は『私設軍団』の連中。
　『私設軍団』は過激な派閥争いをむなしく行っている。上の連中は、本来の目的である龍谷家を武力的に補佐するという目的を忘れて、私利私欲、身の保全のために動き、あろうことか時には龍谷家と対立することもあった。今では龍谷家と学校(私設軍団)が双頭としてこの町を管理している。ひいてはこの国を支配しているといってもいい。
　日頃からこういった上の連中を『先輩』は殺したいと思っている。
　私設軍団の兵たちは先輩の元で養い、訓練している。その兵の指揮を振える。

　役職としては龍谷明志を守るためにいるが、そのことにいささかの疑念を感じている。
実は先輩が龍谷明志の死んだ『姉』だからである。明志はそのことを知らない。彩も知らない。

～思案中
・このことを先輩が知っているのか知らないのか、どちらにするか悩みどころ。
知っていれば、自分の代わりとして来た『彩』に対しての気にかける態度が納得できる。でも知らなければ、それを知ったときの先輩の狂気の様子が描写できる。











・内宮（仮決め名）
　　高校２年生の女の子。龍谷明志や彩と同じクラス。三人は仲良し。やかましいくらい明るい。お気楽でお調子者、ちょっかいばかりだす。身長は平均的。
　　運動……大変素晴らしい
　　勉強……大変素晴らしい
　なにをやらせても完璧にこなす超人ちゃん。でも不審な、不思議な行動をよく取る。でも皆はそれを不思議っ子ということで片付けている。
野球部に所属している。でもこの学校は生徒数が少ないわりに部活動数が多いため、どの部も人手が足りていない。したがって運動神経のいい内宮がよく他の部に助っ人にいっている。
『オニ』という名前の犬を飼っている。家柄は一般的な庶民。でも不可解な点が多い。

実は、内宮の正体は『鬼』。という設定だけど、ここまで話を書くのは長くなりすぎるのでおそらくカットかな？










・未凛（名前固定）
　高校１年生の女の子。内宮の弟子（？）野球部の後輩、マネージャー（？）。このあたりはまだ未定。
すごく身長が小さい。小柄。基本無口。猫みたいな感じ。
　　　　　　　『未凛→Heart(憧れ)→内宮』







・父親
　龍谷明志の父親。龍谷家前当主。すでに死んでいる。死んですぐに明志が当主になる。
　精力的な任務活動により、歴代一の能力使いとして世間からは英雄扱いされている。





・マツ（名前未定）
　龍谷家の従者。明志の世話係。三十代後半の女性だけど、見た目はすごく若い。忍者のように行動できる。余計な口は聞かない。





・叔父
　龍谷明志の叔父。龍谷家前主人だった父親の弟。この兄弟で色々といざこざがあったらしい。現在父親は死亡。
　今は明志に代わって、龍谷家の実質的な取締を行っている。明志との間にも壁がある。何を考えているか、明志には分からない。

父親と叔父、マツは昔からの馴染み。マツは昔から龍谷家に仕えている






(思案中)　父親と叔父とマツの三人の関係の話を考えたけど、その話だとマツは明志の母親ということになってしまって、マツに萌えられなくなってしまう。でもそういう設定にしないとマツの存在理由がなくなってしまう。ジレンマ。
　隠れていた実の姉に、実の母が登場しては、やや不可解だろうか。



・先生（学校の教師）（記者）（ケーキ屋のバイト）
　この町の高校の教師。二十歳にもいってないような容姿。口が悪く、態度が悪い。いい加減な授業を行ない、すぐにサボる。図書室にいる司書さんと仲が良いらしく、よく図書室でサボっている。司書さんに授業をさせて、自分は図書室でサボっていたりする。
煙草を吸い、いつも気怠そうで、目の下にクマがある。眼鏡。
　夏休みの補習の管理係をさせられ、嫌々ながら補修の授業をしている。

　実は記者。龍谷家についての記事を書こうと思っている。けれど、この国では圧倒的なほど龍谷家には力があり、取材は公式の会見でしか行われていない。世間には龍谷家についてのことはほとんど知られていない。突撃取材を行った記者は龍谷家によって処罰される、と言われている。
情報操作、情報規制、言論統制。龍谷家に関してのみこういったことが平気で行われている。庶民はそれになんら疑問を持たず、龍谷家への熱狂的な支持を謳っている。
それで秘密裏に学校の教員として忍び込み、龍谷明志の正体や龍谷家、学校の秘密を明かそうとしている。

　さらになぜか学校近くのケーキ屋でバイトをしている。でも本人は双子だと言い張って認めようとしない。なぜバイトしているのかは未定。

1 金がないから（甘いものが大好きな少女舌だから）
2 その他の理由（司書さんが関係している）











　主な登場人物はこれくらい。これだけの人数の立ち絵はさすがにキツイか？


（ストーリー）
季節は夏。学校は夏休み。でも龍谷明志は異世界へ行く儀式のためによく学校を休んでいる。そのため、出席日数が全くたりない。儀式はどういうわけか公欠扱いにならないらしい。そのため、夏休みに補修を受けなくてはならない。
補修を受けるのは彼だけでなく、他にも出席日数が足りなかった者、テストの成績が悪かった者など様々だ。そういった生徒たちが『補修組』という臨時的に作られたクラスに割り当てられ、夏の学校に集まる。

上記の登場人物で補修組の生徒は
　・龍谷明志
　・彩
　・未凛
　・先生(補修組の担任になる)

　基本的にはこの補修というのを基軸にストーリーを進めようと思う。学校には補修組の他に、部活にきているもの、生徒会の仕事できているものなどさまざま。

　恋愛の攻略対象としては『斉藤志穂』が主軸でいこうと思います。分岐をするにしても話が長すぎるので、多くてもう一人ぐらいだと思う。こっちはおまけ的な話になると思いますが。
　第二の攻略対象としては
　・未凛
　・先生（＋司書さんとの絡みあり）
　とか考えてます。

　分岐にするか、それとも長い一本道にするか、思案中。おそらく主軸(斉藤志穂ルート)のストーリーの長さで決まると思う。









このあと、主人公は真面目に補修にでたり、生徒会に入ったり、時には野球部の練習に参加したり、夏祭りの運営を手伝わされたり、町に美化活動をしたりする予定。
　そんな毎日を送っているところで、『謎の生物』が現れる。
（イメージとしては、黒いぐにゃぐにゃしているスライムみたいなもの。知性は感じられない）
　世間ではそれを『鬼』と呼ぶようになった。世間のだれも鬼を見たこと無いのに。イメージしていた鬼とは全くちがうのに。見たこともないものだから、きっと異世界から来たものだろうと考えたのだろう。鬼と呼ぶようになって、質問が龍谷家への向かうようになった。
　龍谷明志へ
あれは鬼なのですか？　何をしにこの世界にきたのですか？　侵略ですか？　平和協定を結んでいるんじゃなかったんですか？　などという質問。
　しかし、もちろん明志も『鬼』など見たことがないので答えようがない。
龍谷家は、基本的にあれは鬼ではないという立場で、なんの対処もとろうとしない。

　そうなると、今まで厚い信仰をしていた国民たちは、手のひらを返したように龍谷家を批判するようになってきた。（鬼による被害などないのに）
　今まで税金を使って何をしてきたのか？　この役立たず。
　そしてとうとう明志の能力への不信感、疑問が湧いてきた。メディアや世間の人間たちはこぞって噂をした。そのほとんどが根も葉もない、でっちあげの噂だった。
　やっと仲良くなりかけたクラスメートたちとも距離を置かれるようになった。それに比例して彩が凶暴になっていく。
鬼とはなんなのか？　能力とはなんなのか？　龍谷家の真の目的とは？



　あとは各ルートの分岐によってエンディングが変わっちゃいます。



